塗膜専用に調整済み　キラーズＮＯ1濃縮・倍濃縮タイプ
水ジミスケール、シリカ/カルシュウム/塩カル、黄ばみ、黒ズミ、軽度の鉄粉、を簡単に溶解分解します。ガラスのうろこスケールなども除去します(ワイパーがかかる部分はワイパーキズが露出しますので、使用しないでください、尚ガラス使用の場合は部分的にためしてお使いください。使用後はガラス研磨剤フラット＃7で研磨すれば艶やかなガラスになります。)
使用方法はマイクロファイバーに適量つけ除去部分を拭いてください。

反応すると、白く反応が出ますのでさらに拭きあげてください。

使用が終わったらきれいに洗い流すか、残留が無いように拭きあげてください。
使用できない部分も反応、乾拭きを繰り返すことで使用できる場合もあります。
ＮＯ1希釈率について

車のボディー使用時は3倍～5倍とありますが

塗装の状態や付着物の程度、反応のスピードなどに依存しますので、

基本的にはお好みでということになります。

反応を早くするには濃いめで、原液～3倍にしている方もいます。

反応臭があり反応がスピーディになりますので放置しないようにしてください。
極力ボディーに水のない状態でクロスに染み込ませ満遍なく塗り広げ違うクロスで水拭きもしくは乾拭きしてください。

エンブレム周りなどの黒ずみなどは濃いめで使用すると即効性があると良いと思います。

よって希釈率に決まりはありませんので車両に応じて変えてみてください。

使うと変色がある恐れがあるパーツもあります。十分注意して作業してください。
亜鉛メッキ/マグネシウム(ガンメタグリル/アルミホイール)フロントガラス
クリアの薄い塗装やクリアのない塗装も内部に浸透し変色

水がある状態で使用したとき垂れるので水は切ってから使用することで反応も良くなる。

使用できない場所は軽く反応させ、乾いたマイクロファイバーで良くふき取る。

使用には必ずゴム手袋マスクゴーグルを使用してください。

酸性の製品ですので使用には十分注意してください。

液を流れたときは消石灰などで中和してください。川に流さないでください。

誤飲や目に入ると大変危険なため注意してください。

使用に際してよく確認し喚起し安全第一に作業してください。

使用に際して損害や人体に影響があった場合も一切責任はおいませんのでご了承ください。
詳しくはMSDSを参照してください。
新製品　キラーズNO1　ジェルタイプ
ジェルタイプですので飛びにくくなり液自体が止まるため素早く隙間やエンブレム周りの黒ずみ、黄ばみ、塩カル、鉄粉、スケール除去が可能になります。
基本的な使用方法はNO1と同じです。
作業終了後はマイクロファイバーで除去し、水で簡単に洗い流せます。
粘度は水で調整できますのでお好みの粘質に出来ます。
粘性を持たせてありますので希釈しても効果は変わらず水ジミ除去剤としてご使用いただけます。
粘性がある事で浸透性を抑制し変色を抑制することが出来ます。

液だれしないので、ほかに付着させたく無い場合は有効です。
一般的に水分が蒸発するタイミング(水分蒸発で濃度が高まる)で反応が強く、素材により変色があったりしますが、水分ホールド状態なのでそれが出にくくなります。
しかしホールド状態でも水ジミスケール、黒ずみ、などには反応します
ジェル化することで全体の分子が大きくなりますのでより塗膜の上部で反応しますので分子の粗い塗膜にも有効？？と考えられますが、車両状態によりますので各車両にてお試しください
ベース液は一緒ですので慣れている方が使う分には特に問題はありません。
ジェルを除去するには？
水分が含まれるとサラサラな液体になりますので簡単に洗い流せます！

水で粘性を調整できます。

倍濃縮のため倍～6倍希釈すれば通常のキラーズＮＯ1として使用できます。
使うと変色がある恐れがあるパーツもあります。十分注意して作業してください。

亜鉛メッキ/マグネシウム(ガンメタグリル/アルミホイール)フロントガラス
クリアの薄い塗装やクリアのない塗装も内部に浸透し腐食の可能性
水がある状態で使用したとき垂れるので水は切ってから使用することで反応も良くなる。

使用できない場所は軽く反応させ、乾いたマイクロファイバーで良くふき取る。

使用には必ずゴム手袋マスクゴーグルを使用してください。

酸性の製品ですので使用には十分注意してください。

液を流れでたときは消石灰などで中和してください。川に流さないでください。

誤飲や目に入ると大変危険なため注意してください。

使用に際してよく確認し喚起し安全第一に作業してください。

使用に際して損害や人体に影響があった場合も一切責任はおいませんのでご了承ください。
詳しくはMSDSを参照してください。
